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一金 属- 三無機酸還元酸素- 一一一--無機酸
!→ フォトオキシダーゼ- 一一〔OH〕
→ 色 素-02 2
:- チトクロムペルオキシダーゼ-H202
図1 電 子 伝 達 系 の 分 化11)
- 54-





















1. 細 胞 培 養
テ トラヒメナ (Tetrahymenapyriformis,W


















ェニルア ミン, 30mg%p-メ トキシ pー′-アミノ
ジフェニルアミン,0･008% H202,0･35M マン
ニット,0･05% (W/v)牛血清アルブミン,0･1mM






細胞を氷冷 したマンニット液 (0.35M マンニ
ット,0･05% (W/v)牛血清アルブミン,0･1mM


















〝M H202,0･35M マンニット,0･1mM EDTA
及び0･05% (W/v)牛血清アルブミンから成って
おり,反応液のpH は5mM リン酸緩衝液 (pH
6-8)か 10mM サク酸緩衝液 (pH5)で調製 し
た｡
反応液 から H202除 くことによって,p-フ
ェニレンジア ミンを基質とするオキシダーゼ活
性を測定 した｡
i) 還元型チ トクロムCの再酸化16) :
H202存在下にMtによるウマ心筋及び縁濃
菌の還元型チ トクロムCに対する再酸化能をそ
れぞれ 550nm 及び551nm の吸光度の変化によ
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Mtが H202存在下 5分間に生成す るプルプロ
ガ リン量を測定 し,PZ値(プルプロガ リンNo.)
を算定 した｡
実 験 結 果
1. 電顕的処見6'
写真2,3,4に示 したように,Aversのチ トク
ロムペルオキシダーゼ 反応液 に浸 した 細胞で
は,その Mt内の電子密度が,反応 させなかっ




在 していた｡ しか し, この場合は,10mM の












細胞 では, ペルオキシダーゼ 活性 が消失 し,
70oCの熱処理にも感受性を示 した｡10mM の





度が低 く,また拡散 し易い性質のため,深 く考
察す ることは出来なかった｡反応時間を3分間
より長 くす ると, Mt内の沈澱物が小浦状に凝






表 Ⅰに各 pH におけるMtの酵素活性及 びア
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表Ⅰ. 各 pH におけるMtの酵素活性およびアジドによる阻害
ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ
L

















オ キ シ ダ ー ゼ
比 活 性


















ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ
阻 害 剤 比 活 性
△吸光度480/mg/分0.01













基質:50.OmM p-フェニレンジアミン 149FLM H202(ペルオキシダーゼの場合)
測定条件 :30oC,pH7.5






酸化抑制が, ここでは見 られたことである (表
ⅠⅠⅠ)｡一つの可能性 として,酸化還元電位の低
いコハ ク酸か ら,電子伝達系を通 して電子がペ
ルオキシダーゼに流れたために,色素の酸化が







mgの Mtが 5分間に0･2165mg のプルプロガ
リンを生成 し, PZ値は0.2215と計算 された｡
この反応は 10mM の3-ア ミノ11,2,4-トリアゾ
-ルで何 ら影響 されなか った｡
C. 還元型チトクロムCの再酸化
表 ⅠⅤ に,二種類の還元型チ トクロムCを基
質にしたときの,Mtによる再酸化活性を示す｡
縁濃菌 のチ トクロムCを 基質 に した 場合の方
が,ウマ心筋チ トクロムCに対す るより強いペ



































きの同 pH における阻害34.6%(表 Ⅰ)と近似 し
ている｡オキシダーゼ活性については,ウマ心
筋還元型チ トクロムCについて測定 したが,0.2







立証 された｡ この酵素は,縁濃菌のチ トクロム
C及び,それよりは活性が劣るが,ウマ心筋の

























ベルキシダーゼの性質 (10mM のアジドで pH
5･5では95%阻害されるが,pH 7･5では不明瞭)9'






物のみにあって 高等な 生物 には 分布 しないの
であろうか｡ しか し少なくともテ トラヒメナの
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テ トラヒメナが動物の範暗に入ることは,繊毛
による運動性,哨乳動物の培養細胞 と非常によ
く似た栄養要求性 10'等か ら一応 うなずける｡従
って,生物の進化の過程の中で,嫌気的生命の
次に好気的生命が出現 し,そこか ら動物 と植物









活性はpH 7.5で 10mM のアジ ドに耐性を示 し
たが, 固定操作や 60oCの熱処理に感受性であ
った｡
3. 高純度に分離 された Mtで, H202存在下
にp-フェニ レンジア ミンが酸化 された｡アジ ド
による阻害は pH 依存性を示 し,pH 7･8以上で
は阻害 されず, pH 7･5で19.9%,pH 7･0で50
%,pH 610で95.9%阻害 された｡カタラーゼの
阻害剤 3-ア ミノ-1,2,4-トリアゾ-ルでは 影響
されなかった｡また色素の酸化活性はコ-ク酸
によって括抗的に抑制 され, Mtのペルオキシ





ジ ドによる酸化抑制はpH 7･2で 38.4%であっ
た｡ これ らのことか ら,テ トラヒメナの Mtペ
ルオキシダーゼはチ トクロムペルオキシダーゼ
の一種と思われる.
5. テ トラヒメナの Mtにはチ トクロムオキシ
京大胸部研紀要 第6巻 第1号
ダーゼによると思われるオキシダーゼ活性があ
ったが,アジ ドで完全阻害 され,ペルオキシダ
ーゼ活性 とは明瞭に区別 された｡
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